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I 蕊撫灘篭灘隊賞募集 丘
HAJでは、20世紀最後の2000年と21世紀の幕

開となる2001年に下記の魅力に溢れる2つの登山

隊を中国領ヒマラヤに派遣すべく準備中です。意

欲ある会員の皆様の参加を期待しております。

1．トンシヤンジヤブ-(7,207m)未踏峰

1．場所：ブータンとの国境にあり、南からはテ

リカンと呼ばれていた山の北側にあり

手つかずの未踏峰。

2．期間:2000年秋｡60日間

3．資格：冬山登山歴5年以上を有する方。

4．募集人員:10名程度

5．負担金:120万円

2．ヤンラ・カンリ(7,429m)

1．場所：ネパールとの国境にあり、1955年秋に

レイモン・ランベールとクロード・コー

ガンらによって登頂されて以来未踏の

山。

2．時期:2001年秋。70日間

3．資格：冬山登山歴5年以上を有する方。

4．募集人員:10名程度

5．負担金:100万円

’

~ﾉ瓢ﾗ･ｶンリトンジンジヤブー中華人民共和国クシシャノぐﾝマ

② 47,429mヘ△，－－△？①▲～

‐、－－－Ul_8,027m一一/7,207m:、

〃、一‘カヘハｴヴｪﾚｽﾄ一一､､〃,ﾝ
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〆

不 、－イノ01，，J，ブータン
〃

8,848m､､--~-'･''､､弘，，，
o ノジ妄ﾉ8,586mン‘カトマンズノ､fl."'O10

ルざ／、-／ティンプー
矛【ド，’

表紙写真

ヒマラヤ

梅里雪山の北に連らなるダムヨン山群の主[|"6,324m｡岩と氷の城砦であ

る｡1911年にキングドン．ウォードにより紹介されているが、一世紀近くを

経ても、今だに登山家に注目されていない、東南チベットの深いゴルジュの

国の魅力ある山塊である。（記：中村保）

No.宜口昼

1．未踏・未知を求めて中国登山20年 山森欣一

19．中国登山・日本隊20年の記録集計表

20．中国山別入山一覧表

23．ヒマラヤ･ニュース〈地域ニュース〉

24．寸感・事務局日誌



未踏・未知を求めて

中国登山20年

山森欣■■■■■■■

中国領ヒマラヤ登山20年の概要

1．はじめに

日本の約25倍の国士を有し、ロシア、カナダに

次いで世界第三位の面積を誇り、14カ国と国境を

接しているのが中華人民共和国（以下中国と略す）

である。この中国には、多くの山脈が走っている。

大興安嶺、泰嶺、南嶺、横断、ヒマラヤ、ガディ

セイ、カラコルム、パミール、毘南、天山、アル

タイなどであり、これらの山脈には9つの8千メー

トル峰を含めて、無数の高峰が聟え立ち、岳人に

とっては魅力に溢れた国となっている。

南はインド、ブータン、ネパール、パキスタン

などのヒマラヤ諸国と国境を接し、7千～8千メー

トル峰の多くは、これらの国々との国境地帯であ

るヒマラヤ山脈、カラコルム山脈にある。また、

西はアフガニスタン、タジキスタン、キルギス、

カザフスタン、北はモンゴル、ロシアと国境を接

し大興安嶺、パミール、罠南、天山、アルタイな

どの山脈がある。東は北朝鮮であり、その他の内

陸にも多くの山脈があり、5千～7千メートル級

の山々が数知れずある。

このような広大な領土を持つ中国には、高峰ば

かりでなく、長江、黄河、黒竜江、珠江、海江蕊

准河、ヤル・ツァンポーなどの大河が流れ、また、

代表的な胄蔵、内蒙古、黄土、雲貴の高原が広が

り、ツァイダム、タクラマカン、ジュンガリなど

の砂漠が横たわり、これらの要素が重なりあって
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未踏査地域を作りだしている。

狭い日本の自然環境とは、かけはなれたスケー

ルを持つ中国登山の特徴は、山へのアプローチ・

マーチにあると云えよう。それは、ある時は半砂

漠化した高原をジープで走り、大河を渡るために

筏を使い、ラクダやヤクによるキャラバンがあり、

時としてはうっそうたる森林の中の道無き道を、

鉈と鋸で切り拓いて行くのである。

そのアプローチ・マーチには、数々のアドヴェ

ンチュアーが岳人達を待ち受けているのである。

中国はまた、シルクロードや西遊記、三国志、ケ

サル大王、長征など伝説と歴史旧蹟に満ち満ちて

おり、この面からも山へ行き着くまでに充分岳人

達の好奇心をみたしてくれるのである。

2．開放前の中国ヒマラヤへの熱き想い

世界中の岳人で、中国の山に登りたくない者が

いるだろうか。しかし、第二次世界大戦が終わっ

ても中国は国民党と共産党の激しい内戦が続いた。

この戦いの中、1949年10月1日に共産党は［中華

人民共和国］の建国宣言を行った。その後も共産

主義の旗印の下に、祖国の建国の真っ最中であり

登山どころではなかった。

前述したように中国が自分達の登山活動を始め

たのは、大戦修了後10年たった1955年のことであ

り、中国害u｣協会が正式に発足したのは、3年後

の1958年である。この頃は外国の登山隊（旧ソ連



を除く）を受け入れられる状況にはなかったので

ある。

しかし、世の中が少し落ち着いて来ると、世界

の岳人が手をこまねいている訳も無く、1955年に

は日本登山界の先達であるAACKが、中国科学院

長で日本に馴染みの深い郭沫若を通して登山の打

診を行った。（ヒマラヤへの道・P35)

さらに1964年には東北大学山の会も、中国登山

協会に中国と合同による登山と学術調査の申請を

出した。（チベット高原の盟主一ニェンチェンタ

ンラ･P17)

また、全日本山岳連盟は1957年に中華全国体育

総会に合同登山の申し入れを行ったが、翌年に

[まだ登山組織ができていない］と断わられてい

る。しかし、これにもめげず、62年春にネパール・

ヒマラヤのビッグ・ホワイト・ピーク（現在はレ

ンポ・ガン6,979m)を初登頂したのを期に、再

び［全日本山岳連盟］会長・尾関広と海外登山委

員長・高橋照の連名で、［中華今国苔山家協会］

首席・栗文彬宛てに、64年春に合同でシシャパン

マに登山したい、と申し入れを行い、その後も何

度か文耆のやりとりが続いた。

だが、皮肉なことにシシャパンマは1964年5月

（日本側が合同登山を希望した時期）に中国隊に

よって初登頂されるのである。

以上紹介したのは、あまたあったと思われる日

本から中国に対する登山申請の一例である。この

ように日本だけでも、ありとあらゆる可能性を求

めて、岳人達は中国登山の実現に奮闘努力してい

たのであった。

1972年には田中角栄首相の訪中によって、［日

中国交正常化］が実現した。このことによって、

中国登山の可能性も今までの雲を掴むような手探

りの状態から、一歩も二歩も前進するかに思われ

た。

ところが前述したように、当の中国国内はまだ

まだ［文革］が継続中であり、国交の正常化が実

現したからといって、すぐに外国の登山隊を受け

入れるような状況にはなかったのである。

だが、国交正常化以後に日本から出された公式、

非公式の登山・学術申請は国交正常化以前に比べ

ると飛躍的に増えた。ちなみに当時の中国登山協

－2－

▼1986年夏HAJ主催「中国登山研究会」

会・史占春副主席は、開放初期の1981年に発行さ・

れた［中国の高峰］の中で1955年中国登山活動が

誕生してから20年間に、30ケ国以上の100余りの

団体や個人から、相前後して登山申請があった、

と書いている｡(同書・P8)

そして、1993年に中国で発行された［中国登山

連動史］には、申請は日本が40、オーストリア11、

アメリカが7だったと紹介しており、その他の国

名も18上がっている。（同書・P208)

しかし、これらの申請に対しては、中国側から

は国交正常化前と同じく［登山組織を準備中］と

の回答しか来なかったのである。当時の中国国内

の状況を考えると、これは致し方のないことであっ

たと言えるだろう。

中国には［龍（辰）の年には首脳が死ぬ］とい

う伝説があると云う。1976年はまさに龍の年でそ

の通りになった。即ち、中華人民共和国を創り上

げた［長征組］の巨頭のうち最もビッグな毛沢東、

周恩来、朱徳の3人が相次いでマルクスに会いに

行ったのである。

以後、華国峰による4人組の逮捕、その華国峰

の失脚と続き、部小平が政権を握り［4つの現代

化］を推進する中で、改革・開放の一環として岳

人待望の中国登山が解禁される運びとなった。

この間、国家体育運動委員会や旅遊局で、開放

に向けた具体的な作業が進み、1978年と79年には、

史占春らがネパールに赴き、観光省や旅行社を訪

問し、これらを参考にして具体的な規則作りを行

い、1979年9月国務院の承認を得て、世界に発表

されたのである。（中国登山運動史・P210～212)



3．中国領ヒマラヤの解禁

中華人民共和国（以下、中国と略す）が、外国

人に自国の高峰を1980年から開放すると発表した

のは、79年9月のことであった。

開放の対象は、チベット自治区のチョモランマ、

シシャパンマ、新彊ウイグル自治区のコングール、

ムスターグ・アダ、コングール・チュビエ、ボゴ

ダ、四川省のミニヤ・コンカ、青海省のアムネマ

チンの8座であった。81年には、新彊ウイグル自

治区のチョゴリ、ガッシャーブルムI&Ⅱ、ブロー

ド・ピーク、四川省のスークーニャンの5座も開

放された。

開放当初から、開放された峰の隣接峰は、姉妹

峰として登山許可の対象となったため、チョモラ

ンマの北にあるチャンツェ、シシャパンマの東に

あるモラメンチン、西にあるポーロン・リ、チョ

ゴリの北西にあるクラウンなども登られた。

その後の開放は、登山隊側の申請に基づいて中

国国内の事情を勘案して、随時開放されるように

なった。

開放後は8千メートル峰を中心にありとあらゆ

る困難な登山が繰りひろげられた。たとえばチョ

モランマだけをみても、メスナーは完全な単独無

酸素で登頂に成功したし､ロレタンとトロワイエ

のペアーは、往復44時間でチョモランマ北西壁を

アルパイン・スタイル、無酸素で登下降した。

また、登頂に成功はしていないが、1983年から

は燕チョモランマを冬に登ろうと意欲的な試みが、

カモシカ同人や長谷川恒男によって実践された。

そして、1988年には、国境を越えた南北縦断計

画が、中国、ネパール、日本三国によって実践さ

れ日本側では、山田昇が北から南へと縦断に成功

し、同行取材をしたテレビ・カメラが頂上まで持

ち上げられ、日本の茶の間に生で頂上の映像が映

し出された。

未踏峰の分野では圧倒的に日本隊の活躍が目立

つ。これは何も地理的に日本が中国に近いばかり

が原因ではないと思う。

これまでも日本隊はヒマラヤが新しく解禁され

るとドッと押し掛け、熱が冷めるとさっと引き上

げた歴史がある。カラコルムもガルヮールもカシ

－q－
U

ミール、ガンゴトリもブータンもそうであった。

ところが中国登山熱だけは、相変わらずの盛況

が続いている。これはただ単に中国の国土が広い

ばかりが原因ではない。

中国登山が解禁された当初は、［中国登山は高

くつく］との風評が立った。事実未踏峰や外国隊

が初めてトライする山については、特別な料金設

定がありコスト高であったのも事実である。それ

でも登山隊が減少しないのである。

その理由の一つに［戦争の加害者意識］がある

と思う。日中戦争で日本は中国を侵略し、中国の

多くの地域に爪痕を残して来た。その後ろめたさ

を感じている年代層が登山隊のスポンサーになっ

ていることが多いのである。

この種の登山隊のスポンサーになっている年代

の人達には、［日中友好］を旗印に掲げ、登山や

トレッキング、同行した観光によって中国にお金

を落とすことによって、少しでも過去に犯した過

ちを償いたいという気持ちを感じる。

このような背景を抱えた登山隊の多くは、一過

性の面を持っているので、登山費用の面でも多少

甘くなり勝ちである。そのことが、中国側に与え

る影響は少なくないと言えよう。

4．中国登山の特殊性

中国登山の特徴は「請負制」にあった。つまり、

ネパールやパキスタンでは、登山の実行に必要な

ポーター、車、動物の雇用、ホテル宿泊、航空券

の手配、食糧の買い出しなどを登山隊が全て取り

仕切るのに対して、中国登山規則では、これらに

ついては、全て中国登山協会が請け負い、登山隊

が手を出すことはできないのである。そして、こ

れらの費用の全額を登山隊が中国に入国する1ケ

月前までに納入しなければならないのである。尤

も、最近では、買い出しについては、登山隊が直

接行うことができるようになった。

但し、請負制であっても、現場ではそれが完全

に履行されないことが多かった。つまり「××日

9時にヤク20頭が来る」と言っても一向に現れな

いのである。そのような悶着が結構多く報告され

ていた。

中国は若い国である。そのため国の変化のスピー



ドも激しいし、沿岸と内陸など地理的に経済の発

展にも相当の温度差がある。その影響も中国登山

に如実に現れてきた。

特に費用の面では、86年頃からそれまでの「中

国元」建てから「アメリカドル」建てになり一気

に割高を感じさせた。

一方、日本円の円高効果も進んだ。81年当時は、

1元＝132円程度であったものが、85年＝90円、

86年＝55円、87年＝38円となり、現在では、15円

程度であることを考えると隔世の感がある。

中国登山でもう一つ特徴的なことがある。それ

は日本隊の圧倒的な活躍である。別表のとおり、

この20年間で289隊2,637人が入山している。また、

主な山の初トライについても表でわかるように、

8割を日本隊が占めているのである。その後の登

山を見ても、日本を除く外国隊は、チョモランマ、

ﾁｮｰ･ｵﾕｰ､ｼｼｬバﾝﾏ､ﾑｽﾀｰダ･ア

ダに集中している。これに対して日本隊は、中国

全士の高峰に足跡を残しているのである。

中国は、多民族国家である。主たる「漢族」の

ほかに55の少数民族がいて、登山活動の場となる

地域の殆どは、これら少数民族の住むところであ

る。

このため多くの岳人は、登山計画が進むに連れ

て、訪れる先に生活している少数民族に関心を持

ち、かつ、これらの少数民族を知ることが、登山

を成功させるために不可欠であることに思い至る。

正にそのとおりである。

しかし、中国の場合、多民族国家の実態は、絶

対多数を占める「漢族」が国家・政治の中心であ

ることを理解の中心におかなければ、登山の成功

はありえない。他の国のヒマラヤ登山と違って、

中国登山は少数民族に対する深い関心と同時に、

｢漢族」の長い歴史や「中華思想」に代表される

中国人の考え方、などについて一定の知識を身に

つけて実行することを勧めたい。

また、現在の中国は、世界でも独自の社会主義

国家を目指している国である。好むと好まざると

にかかわらず、中国流の解釈が全てを決定する。

登山は戦争ではない。所詮相手国の許可があって

成り立つものであり、契約万能主義をベースにし

て物を考えているとケンカが絶えない。間違って

－4－

も主義主張が違うからといって、その相違を正そ

うとしないことだ。私達は、登山に行くが故に招

待状が発行されたのであって、教育のための招待

状ではないのだから。

呉々もこのことを肝に銘じて置くべきであろう。

郷に入れば郷に従えである。

5．日本隊によるユニークな活動

1）長野県山岳協会の合同研修

1980年秋、喬加欽団長ら中国登山協会の代表団

が、春のチョモランマ登山に成功した日本山岳会

らの招きによって訪日した。この時、長野県山岳

協会は、［日中合同登山技術研修会］の開催を提

案した。以後日中の協議の末、日本側の組織とし

ては日本山岳協会が主催し、長野県山岳協会が主

管し10年間継続することで合意した。

研修は、両国で交互に開催された。1981年4月

には王振華を団長とする9人が来日し、合同研修

の第1回目がスタートした。研修は八方尾根、中

央アルプス、八ケ岳、穂高岳などを舞台に行われ、

来日した中国側の9人全員が穏当時の日本山岳協

会第2種指導員検定を受け全員が合格した。翌82

年の第2回目は、日本の武田武を団長とする15人

が訪中し、新彊のポゴダ峰で行われた｡(天山友

誼P115～116)以後交互に訪問し合って研修が続

けられ、登山交流として多大なる成果を上げたの

である。

また、長野県山岳協会は、中国登山界の岩登り

技術向上のために建設された、北京郊外にある人

工岩場の推進にも多大なる協力をしている。

そして、西蔵登山協会と姉妹協定を結ぶなど、

中国登山では異彩を放っているのである。

2）若手の養成を計った日本山岳会

1980年春に、チョモランマ登頂に成功した日本

山岳会は、有志の発案により学生を中心とした若

い会員の育成のために、新彊のボゴダ山群の許可

を1981年から5年間継続して取得した。（山岳第

七十七年・P74)

この山群では、1981年から84年までの4年間で

I峰主峰の登頂、Ⅱ峰初登頂、I峰西峰～中央峰

(初登頂）～南峰縦走などの成果を上げた。

ボゴダ山群での活動は84年に終了し、85年には



中国の主な高峰の開放後、初トライー覧表

◎初登頂●初登筆e下部初登肇○成功x失敗■偵察★合同隊
中国領ヒマラヤ

日本隊
名｜標高|蹄｜年｜派遣母体｜備考’山

標高別人山者

○
ｅ
○
○
●
×
。
■
◎
。
◎
。
●
◎
。
◎
。
×
×
。
×
×
。
◎

１
２
３
４
５
６
７
－
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

北西壁e

○

パラパント降下

チョモランマ

マカルー

チョー・オユー

シシャノャンマ

チョモレンソ

ナムチャ・バルワ

ナムナニ

ガンカル・プンスム

チャンツェ

クーラ・カンリ

ラプチェ･カン

チョー・アウイ

チョモラーリ

スークァン・リ

カンペンチン

ギャラ・ペリ

ポーロン・リ

ニンチン・カンサ

メンルンツェ

ニェンチェンタンラ

ガウリサンカール

ルンポ・カンリ

カント

チョム・カンリ

8848

8463

8201

8027

7816

7782

7694

7570

7553

7538

7367

7354

7326

7308

7299

7294

7282

7206

7181

7162

7134

7095

7055

7048

1980JAC

1995JAC

1987カモシカ

198Oドイツ

1993立教大学

1991JAC

1985京大/同大☆

1998JAC

1982ドイツ

1986神戸大学

1987HAJ

1986HAJ

1996長野★

1989大阪市大

1982京都大学

1986HAJ

1982大分岳連

1985大分岳連

1987イギリス

1986東北大学

1997山野井

1994HAJ

1988同志社大

1996韓国★

19920JAC

峰
峰
峰
峰

、
ｎ
ｎ
ｎ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

８
７
６
５

697人

911人

657人

372人

26.4％

34.6％

24.9％

14.1％

合計2,637人

青海地域別人山者

四
知
販

19860TMA

19920スロヴェニア

1996◎韓国★ 人
人
人
人
人

２
６
１
３
５

７
９
５
９
２

１
８
２
１
１

１ ％
％
％
％
％

４
０
５
３
８

４
４
９
７
４

４
３

チベット

新彊

四川

青海

その他
○
×
×
■
。
○
×
×
。
◎
｜
×
×
×
。
◎

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

チョゴリ

ガッシャーブルムI

ブロード・ピーク

ガッシャーブルムⅡ

コングール

ムスターグ・アタ

トムール

クラウン

無名峰（毘奇）

ウルグ･ﾑｽﾀｰグ

8611

8068

8051

8035

7649

7546

7435

7295

7167

6973

1982

1989

1992

1998

1981

1980

1986

1985

1986

1985

JMA

宮城岳連

イタリア

立教大学

イギリス

アメリカ

女子登筆

HAJ

東京農大

アメリカ

合計2,637人

年代別人山者数●中央峰に登頂

1979年
417人

15.8％1994年

805人

30.5%

15.8％

ジ紫
1984王

844人
2637人

19930JAC東海

1989年

571人

21.7％

1982○スイス

19920HAJ

１
２
３
４
５

ミニヤ・コンカ

シンチン

メーリー・シュエシャン

グラタンドン

アムネマチン

7556

6860

6740

6621

6282

アメリカ

HAJ

上越山協

冑蔵研究

上越山協

1980

1988

1987

1985

1981

1979～1983年代

1984～1988年代

1989～1993年代

1994～1998年代

415人

844人

571人

805人

15.8%

32.0%

21.7%

30.5％

－R－
U



会の創立80周年に合わせて、キレンとユイチュ

(当時はカカサイジモン力）登山隊が組織された。

この計画にはボゴダの思想が引き継がれ、若手を

中心として実施された｡(日本山岳会中国登山隊

1985報告書P1)

3)HAJの活躍

手前味噌になるかも知れないが、我がHAJの

活動も中国登山ではユニークな部類に入るだろう。

HAJが中国の山に向かったのは1983年である。

それ以来1998年までの16年間登山、踏査、探検隊

を送り続けた。その数は52隊総勢334名。52隊の

うちには、2つの女性合同登山隊（1985年新彊ムー

シュ・ムスターグ、94年青海ユイシュ）と3つの

合同登山隊（86年四川シュエバオ・ディン、87年

西蔵ラプチェ・カン、97年クーラ・カンリⅡ）が

含まれている。

その結果、7千メートル峰4座、6千メートル

峰2座、5千メートル峰2座に初登頂することが

できた。しかし、2座で7名を雪崩で失ったこと

は深く反省しなければならない。

その他1983年秋には、84年春にナムチャ・バル

ヮに向かう中国隊の岩登り技術指導のために2人

を派遣した。

また、日本国内の中国登山の理解を深めるため

に、83年夏中国登山協会、86年舂四川省登山協会、

秋西蔵登山協会、99年冬中国登山協会からそれぞ

れ代表団を招請して［中国登山研究会］を開催し、

国内の中国登山愛好者に公開した。

これら合同登山、研究会、渉外のための度重な

る訪中など、親善、登山交流活動を通して得られ

た情報やノウハウは、一冊の本に纏められ［中国

登山の手引き］として発行されて、中国登山を目

指す多くの岳人から好評を博しているのである。

6．中国登山20年間の概観

［1979年-1983年］

開放後初のチョモランマ登山の許可を取得した

日本山岳会（以下、JACと略す）は、79年9月

早くも偵察隊をロンブク氷河に派遣し、北西壁の

6,500m地点まで偵察したが、北稜偵察チームは、

ノース・コル下の6,800m地点で雪崩に遭遇し4

人が巻き込まれた。この結果、中国の高所協力員

ハ

ーO－

3人が行方不明となったため偵察は中止された。

このように、開放後の中国登山はドラマテックな

展開の幕明けとなったのである。

-1980年一

JAC隊は、チョモランマ北西壁下部新ルート

からホーバイン．クーロヮールを経由して、尾崎

隆、重廣恒夫が初登筆に成功。北稜ルートから加

藤保男が最後は単独で登頂した。メスナーは、全

くの単独で北稜から8月に登頂に成功した。ドイ

ツ隊は、シシャパンマを北東稜から第二登。オー

ストリア隊も秋にシシャパンマに登頂。アメリカ

隊は、ムスターグ・アダに登頂しスキー滑降を行っ

た。ドイツ隊が秋にポゴダにトライするも登頂を

断念した。アメリカの二つの隊がミニヤ・コンカ

にトライし南西稜隊は断念。北西稜隊も雪崩で一

人が死亡、二人が重傷を負って登頂を断念した｡

-1981年一

女子登筆クラブ隊は、シシャパンマ第四登に成

功。ニュージーランド隊は、モラメンチンに初登

頂。イギリス隊は、コングールに初登頂し、同時

期北面にトライした京都カラコルムクラブ隊は、

3人が行方不明となって登頂を断念。防衛大学隊

は、コングール．チュビエに登頂。川崎教員隊は、

ムスターグ・アダ北峰に初登頂。京都山岳会隊は、

ボゴダを初登頂したものの一人がクレバスに転落

して死亡した。北海道山岳連盟隊は、未踏の東面

からミニヤ．コンカにトライし、頂上直下に迫っ

たが、一人が滑落し行方不明となり登頂を断念し

下山中、7人が滑落死亡した。上越山岳協会隊は、

アムネマチンの初登頂に成功した。

-1982年一

イギリス隊は、チョモランマ北東稜をトライし

たが、ジョー・タスカー、ピーター．ボードマン

の二人が行方不明となり登頂を断念した。ドイツ

隊は、チャンツェに初登頂。イギリス隊は、シシャ

パンマの南西壁を初登鑿。大分山岳連盟隊は、ポー

ロン・リに初登頂。京都大学隊もカンペンチンに

初登頂。日本山岳協会隊は、チョゴリの北稜を無

酸素で初登筆したが二人が死亡した。スイス隊は、

北西稜からミニヤ・コンカに登頂したものの下山

中に一人が死亡。アメリカ隊も同ルートから登頂。

また、東面からトライした市川山岳会隊は、頂上



直下に迫ったが悪天のため下山中、一人が死亡一

人は生還し奇跡の生還と話題になった。

-1983年一

アメリカ隊は、チョモランマ東面のカンシェン・

フェイスから初登翠に成功。カモシカ同人隊は、

冬の登頂を目指してチョモランマ北西壁にトライ

したが断念。中国隊は、ナムチャ・パルワ初登頂

をめざしたが、ナイプン峰の初登頂に終わった。

イタリア隊は、チョゴリに北稜から登頂。

［1984年-1988年］

-1984年一

オーストラリア隊は、チョモランマをグレート・

クーロワールから初登翠。ドイツ隊は、北西稜か

らミニヤ・コンカに登頂。中国隊は、ナムチャ・

バルヮ登頂を目指したが、再びナイプン登頂に終

わった。日本ヒマラヤ協会隊（以下、HAJと略

す）は、ユイロン・シャンにトライするも登頂を

断念した。

-1985年一

カモシカ同人隊は、チョモランマ北西壁から冬

期登頂を目指したが断念。日中合同登山隊は、ナ

ムナニを西面から初登頂。大分県山岳連盟隊は、

ニンチン・カンサに南面からトライしたが断念。

胄蔵高原研究会隊は、グラタンドンの初登頂に成

功。米中合同登山隊は、ウルグ・ムスターグの初

登頂に成功。HAJ隊は、クラウンにトライした

が登頂を断念した。

-1986年一

ロレタンとトロワイエは、チョモランマ北西壁

日本ルートから無酸素、アルパイン・スタイルで

登頂した。下山も入れて44時間の快挙。HAJ隊

は、チョー・アウイ、カルジャン、ギャラ・ペリ

の7千メートル峰3座に初登頂した。神戸大学隊

は、クーラ・カンリに西稜から初登頂。東北大学

隊は、ニェンチェンタンラに初登頂。女子登鑿ク

ラブ隊は、トムールの登頂にトライしたが雪崩の

ため登頂を断念した。東京農業大学隊は、新彊の

7,167m峰を初登頂した｡HAJと中国合同登山

隊は、シュエバオ・ディンに初登頂した。

-1987年－

防衛大学隊は、チョモランマ西稜からトライし

たが、一人が死亡し登頂を断念した。カモシカ同

－7－

人隊は、チョー・オユーに登頂し、高橋和之が頂

上からパラパントでBCへ降下した。HAJと中

国合同登山隊は、ラフ．チェ・カンに西稜から初登

頂した。イギリス隊は、メンルンツェの初登頂を

目指したが登頂を断念した。ポーランド隊は、シ

シャパンマ西稜を初登翠。静岡大学隊とイギリス

隊は、クラウンの初登頂にトライしたが登頂を断

念した。上越山岳協会隊は、メーリー・シュエシャ

ンにトライしたが登頂を断念した。アメリカ隊は、

ユイロン・シャンを初登頂した。

-1988年一

中国、ネパール、日本の合同登山隊は、チョモ

ランマの南北縦断に成功し、同行撮影隊によって

頂上から生の映像がお茶の間に放映された。国際

隊は、チョモランマ東壁新ルートから登頂した。

HAJ隊は、シシャパンマとチョー・オユーを連

続登頂した。イギリス隊は、メンルンッェ主峰を

断念し西峰に初登頂した。同志社大学隊は、カン

トに初登頂した。京都大学隊は、新彊の6,903m

峰に初登頂した。HAJ隊は、シンチン主峰を断

念し18峰に初登頂した。明治学院隊は、チャクラ

ギールに初登頂した。HAJ隊は、ゲニに初登頂

した。神戸大学と中国の合同隊は、チェルーに初

登頂した。

［1989年-1993年］

-1989年一

HAJ隊は、チョモランマ北西壁にトライする

も登頂を断念。大阪市立大学隊は、スークァン・

リに初登頂した。宮城県山岳連盟隊は、ガッシャー

ブルムIに東稜からトライしたが登頂を断念した。

京都カラコルムクラブ隊は、コングールの北稜か

ら初登鑿した。立正大学隊は、ウルグ・ムスター

グの登頂に成功した。仙台一高隊は、チョルパン

リク・ムスターグに初登頂した。HAJ隊は、シャ

ラリにトライしたが登頂を断念した。

-1990年一

クルティカ、ロレタン、トロワイエは、チョー・

オユーを南西壁からアルパイン・スタイルで初登

翠し、シシャパンマも南西壁から中央峰に初登筆

した。長野県山岳協会隊と中国合同隊は、ザルセ

ル・カンリに初登頂した。横浜山岳協会隊は、チョ

ゴリ北西壁下部を初登鑿し、上部日本ルートから
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登頂した。横浜市立大学隊は、トムールにトライ

したが雪崩のため3人が行方不明となり登頂を断

念した。HAJ隊は、クラウンの初登頂を目指し

たが、二人が雪崩のため行方不明となり登頂を断

念した。栃木高体連隊は、ムーシュ・ムスターグ

に初登頂した。JAC東海隊は、シュエレンに初

登頂した。

-1991年一

貫田／二上は、北稜からチョモランマに登頂し

たが、頂上直下で二上が滑落死亡した。50歳代の

登山隊であるシルバータートル隊は、チョー・オ

ユーの登頂に成功した。長野県山岳協会と中国の

合同登山隊は、雪崩のため日本人二人が死亡し登

頂を断念した。JACと中国合同隊は、ナムチャ・

バルヮの初登頂を目指したが雪崩で一人が死亡し

登頂を断念した。京都大学と中国合同隊は、メー

リー・シュエシャンにトライしたが17名が雪崩の

ため行方不明となり登頂を断念した。

-1992年一

山学同志会とカザフ合同隊は、チョモランマの

北東稜にトライしたが、一人が死亡し登頂を断念

した。JACと中国合同隊は、ナムチャ・バルワ

に初登頂した。スロヴェニア隊は、メンルンツェ

をアルパイン・スタイルで初登頂した。HAJ隊

は、初登頂を目指してクラウンにトライしたが雪

崩のため一人が死亡し登頂を断念した。HAJ隊

は、シンチンの初登頂に成功した。広島山の会隊

は、スークーニャンの南壁から初登翠に成功した。

-1993年一

ポーランドのヴィエリツキは、シシャパンマの

南西壁を初登翠。スペインとフランスの3人がラ

ンタン谷のコルから越境してシシャパンマの南西

壁を登鑿。立教大学隊は、チョモ・レンゾを中国

側から初登翠。韓国隊は、チョモランマ北稜から

登頂後ネパール側に縦断した。JAC東海隊は、

クラウンに初登頂した。

［1994年-1998年］

-1994年一

山野井泰史は、チョー・オユー南西壁を単独ア

ルパイン・スタイルで初登筆。山野井妙子と遠藤

由加の女性ペアもアルパイン・スタイルで、チョー・

オユー南西壁から登頂｡HAJ隊は、ルンポ・力
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ンリにトライしたが登頂を断念。長野県山岳協会

隊は、チャチャチョにトライしたが登頂を断念。

オーストラリア隊は、スペンダーに初登頂。岐阜

大学隊は、チリンに初登頂し、チャン・トクⅡに

も初登頂した。瀬戸内労山隊は、カシカールに初

登頂。HAJ隊は、ミニヤ・コンカに東面からト

ライしたが4人が雪崩のため行方不明となり登頂

を断念した。

-1995年一

日本大学隊は、チョモランマ北東稜を完登した。

JAC隊は、マカルー東稜下部を初登まし、上部

はノーマル・ルートを登った。栃木県高体連隊は、

ニンチン・カンサ西面から初登筆。中津川労山隊

は、ニェンチェンタンラ南東峰に初登頂｡JAC

青年部隊は、ムスターグ・アダの南の無名峰に初

登頂。山形県山岳連盟隊は、毘需のギシリク・ダー

クに初登頂。

-1996年一

長野県山岳協会と中国合同登山隊は、チョモラー

リを中国側から初登鑿した。韓国と中国合同登山

隊は、チョム・カンリとルンポ・カンリの二つの

七千メートル峰に連続初登頂した。労山隊は、ハー

ン・ヤイリクに初登頂。京都大学と中国合同登山

隊は、メーリー・シュエシャンをトライしたが登

頂を断念した。

-1997年－

山野井泰史らは、ガウリサンカール東壁と北稜

にトライしたが登頂を断念した｡HAJと中国合

同登山隊は、クーラ・カンリⅡにトライしたが登

頂を断念した。労山隊は、リスムに初登頂した。

中央大学隊は、チョム・カンリの第二登に成功し

た。札幌山岳会隊は、ミニヤ・コンカ東面から北

西稜経由で登頂した。

-1998年一

JAC福岡隊は、ナムナニに西面から登頂した。

愛媛大学隊は、カンペンチン主峰の第二登を行い、

北峰の初登頂に成功した。HAJ隊は、ニンチン・

カンサ西稜の初登肇に成功した。京都府山岳連盟

隊は、ラプチェ・カン無名峰にトライしたが登頂

を断念した。JAC隊はガンカル・プンスムを偵

察。HAJ隊はカバンを偵察。同志社大学隊は、

ロンライ・カンリにトライしたが雪崩のため登頂



を断念した。立教大学隊は、ガッシャーブルムⅡ

を偵察した。HAJ隊は、ラモ・シェをトライし

たが登頂は断念した。

中国隊の登山小史
中国における近代登山の幕開けは、1954年にム

スターグ・アダを合同で登山したいという、旧ソ

ビエトからの働きかけによりスタートした。

これを受けて、翌1955年に中国としては初めて

の登山隊員（許競ら4人）をグルジアの登山学校

に派遣し訂||練を受けた後、パミール団結峰（6,673

m)オクチャブル（十月峰。6,780m)に登頂し

た。

1956年には、｜日ソビエトから2人のコーチが派

遣されて、太白山(3,767m)に31人が登頂した。

この中から24人が旧ソビエトのコーカサスに派遣

され、史占春ら12名がエルブルース(5,671m)

の登頂に成功した。そして、予定どおり旧ソビエ

トとの合同ムスターグ・アダ(7,546m)登山が

実施され、7月31日に12名が登頂に成功したので

あった。これは、中国人による初の7千メートル

登頂の記録である。勢いに乗った中国側は、この

内の数名がコングール・チュビエ(7,595m)に

向かい、陳栄昌ら2人が登頂したのである。

1957年は、中国人だけによる登|｣｣を実施した。

山は四川省のミニヤ・コンカ(7,556m)であっ

た。6月13日に史占春ら6人が西面から登頂に成

功したものの、下山中に3人が滑落死亡した。

1958年は、旧ソビエトとの合同チョモランマ登

山の訂||練のため、甘粛省の鏡鉄山(5,100m)、七

一氷川峰(5,120m)などを登りその後、パミー

ルに登山隊が派遣され17人がレーニン(7,134m)

に登頂した。この隊には登頂は出来なかったもの

の初めて女性の参加3人が6,900mまで達してい

る。また秋には青海省の疏勒山(6,305m)に13

人が登頂した。

1959年は、チョモランマ偵察のため物資をBC

に集結し、旧ソビエト側の到着を待つばかりとなっ

ていたが、チベット動乱が勃発したため中止となっ

た。そこで、中国人だけで再度ムスターグ・アダ

に向かい、女性8人を含む32人が登頂したのであ

る。これに先立ち冬には、ニェンチェンタンラに

て合宿し、6,177mに72人が登頂した。また、太
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白山に女性12人を含む46人が登っている。

1960年である。5月25日未明にチョモランマ北

稜から王富州、屈銀華、貢布の3人が登頂に成功

したが、第二ステップを越える時、あまりの厳し

さに靴を脱いで登筆した屈銀華の事が、「裸足で

登翠」とか「夜中の登筆」として、報じられたた

めその信ぴょう性が疑われたのである。国家の威

信をかけたこの登山は250人の大部隊であった。

この年には、北京地質学院によって、アムネマチ

ンⅡ(6,268m)が初登頂された。

1961年には、コングール・チュビエに男性にサ

ポートされた女性の登山隊を派遣し、パンドゥら

女性2人と男性3人が登頂したが、下山中に女性

のシーラオら5人が雪崩のため死亡した。

1964年には、世界最後の8千メートル峰、シシャ

パンマ(8,027m)が、許競ら10人によって初登

頂された。1961年に旧ソビエトに招待された史占

春ら4人は、旧ソビエトの登山家達が、世界最後

の8千メートル峰であるシシャパンマに登山した

がっていることを感じたが、旧ソビエトからはそ

の後何等の提案もなかったということである。玉

竜雪山(5,596m)もこの年に初登頂されたこと

になっているが、その後の登山隊の活動からみて、

これは連峰の一つだったようである。

これ以降は、文化大革命の嵐が全国的に吹き巻

き、登山隊員もそれぞれの立場で過さざるを得な

かった時期が続いた。

1975年、再開された登山活動の第一歩は、当時

も疑問視されていたチョモランマの再登であった。

5月27日に9人が登頂し、（内パンドゥがネパー

ル側から登頂した田部井淳子に次いで、女性第二

登となった）頂上に測量用のポールを建てたのは

有名である。

1977年、｜日ソビエトとの国境にある天山のトムー

ル(7,439m)に7月25日11人、続いて30日にも

17人が登頂した。この時期は|日ソビエトとの関係

は冷却しており、この登山も国境問題が絡んでい

たと云われる。



これ以降は、1980年に中国の山が外国人へ開放

されたのに伴い、登山経験のある登山隊員達は、

外国隊の受け入れ、現地への同行（連絡官）など、

サポート的な任務に付くようになったのは周知の

とおりである。

1983年と84年には、中国登山界の総力を上げて、

未踏の王者ナムチャ・バルヮ(7,782m)登山が

実施されたが、両年ともナイプン(7,043m)に

登頂したに留まり、ナムチャ・パルワは未踏のま

ま残ることとなった。

1985年にはチベット自治区成立20周年を記念し

て、チベット自治区からチョー・オユーに登山隊

が派遣され9人が登頂した。また、京都大学、同

志社大学と合同によりナムナニ(7,694m)の初

登頂、アメリカ隊との合同でウルグ・ムスターグ

(6,973m)初登頂、HAJ女性隊と合同による八

花氷山(5,850m)の初登頂もあった。

1986年にチベット登山協会隊は、ニンチンカン

サ(7,206m)の初登頂に成功。また、HAJと

合同でシュエバオ・デイン(5,588m)の初登頂、

長野県山協と合同でチャンッェ(7,553m)の登

頂に成功している。

1987年にはHAJと合同で、チベットのラプチェ・

カン(7,367m)の初登頂に成功した。

1988年は日本、ネパールと三国合同登山をチョ

モランマで実施し縦断に成功した。また神戸大学

と合同でチュルー(6,168m)の初登頂にも成功

した。また、アメリカと合同で南極のビンソンマ

シフの登頂を行っている。

1989年は香港と合同でチャンッェに登頂してい

る。

1990年アメリカ、｜日ソ連との三国合同でチョモ

ランマに登頂した。登頂者の中には女性のグイサ

ン（チベット族）も含まれている。また、京都大

学隊に参加してシシャパンマ中央峰(8,008m)

の登頂に成功したｲ冬璃は、漢族の女性として初め

ての8千メートル峰登頂者となった。更に長野県

山岳協会と合同でザルンセル・カンリ(6,460m)

の初登頂に成功している。

1991年には、前年の12月から京都大学と合同で

梅里雪山(6,470m)に登山したチームが日本11

人、中国6人が雪崩のため行方不明となった。ま

た、JACと合同でナムチャ・バルワに挑んだが

登頂に失敗した。

1992年は、前年に引き続きJACと合同で実施

したナムチャ・バルヮの初登頂に成功した。また、

一般市民による高峰登山もポツポッと始まり、91

年92年とムスターグ・アダには西安から来た3人

が登頂を試みたり、北京大学隊も独自に活動した。

1993年に入るとチベット登山隊では、台湾と合

同チョモランマ登山を実施し、その後12人をネパー

ルに派遣し、ダウラギリI、アンナプルナIに登

頂した。

1998年には、北京大学隊がチョー・オユーの登

頂に成功し、清華大学隊もチャンッェに挑戦して

いる。

なお、チベット登山隊が、1993年から8千メー

トル峰14座登頂計画を進めているが、登頂に成功

した山と登頂者は以下の通りである。

1．1993年春、アンナプルナI

次仁多吉、仁那、辺巴札西、阿克布

2．1993年春、ダウラギリI

次仁多吉、仁那、辺巴札西、阿克布、達寄、

旺加、加布、大斉米、洛則

3．1994年春、シシャパンマ

次仁多吉、仁那、辺巴札西、阿克布、達寄、

旺加、加布、大斉米、洛則

4．1994年秋、チョー・オユー

次仁多吉、仁那、辺巴札西、阿克布、達寄、

旺加、加布、大斉米、洛則

5．1995年夏、ガッシヤーブルムⅡ

次仁多吉、仁那、辺巴札西、阿克布、達寄、

旺加、加布、洛則

6．1996年春、マナスル

次仁多吉、仁那、辺巴札西、阿克布、達寄、

旺加、加布、洛則

7．1997年夏、ナンガ・パルバット

次仁多吉、仁那、辺巴札西、阿克布、加布、

洛則

8．1998年春、カンチェンジュンガ

次仁多吉、仁那、阿克布、達寄、加布

9．1998年秋、ローツェ

次仁多吉、仁那、辺巴札西、達寄、洛則
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中国高峰の概要と登山小史

★広大な国土に散らばる中国の高峰群を、ここ

では便宜的に以下の七つに区分して紹介する。

I)中央ヒマラヤ：主にネパール、ブータン、

インドと国境を接している地域。

Ⅱ）カラコルム：主にパキスタンと国境を接す

る地域。

Ⅲ）パミールと天山

Ⅳ）コンロン

V)ガディセイ山脈とニェンチェンタンラ山脈。

Ⅵ）グレート・ベンドとマクマホン・ライン：

ヤル・ツェンポ江大湾曲部周辺とマクマホ

ン・ライン地域。

Ⅶ）横断山脈：四川省から雲南省に連なる地域。

I.中央ヒマラヤ

地球上の最も高い山々が立ち並び、世界の岳人

はもとより、大自然を愛する全ての人々が憧れて

やまない場所であり、ヒマラヤのハイライトであ

る。そこは「神々の座」とも異称される。

アプローチ・マーチは、ヒマラヤ山脈の北に位

置するチベット高原であり、この高原を利用して

山懐深くまでジープなどの車を使えるため、ラサ

からベース・キャンプまでの入山は、南のネパー

ル側などに比べると驚くほど楽であり、また、短

時間に到達できる。

さらに、ラサを経由しなくとも、ネパールから

直接人山することが可能であり、このため、チョ

モランマ、チョー・オユー、シシャパンマなどの

八千メートル峰は、賑わいをみせており、時には

登山隊がひしめきあって無用のトラブルも発生し

ている。

しかし、七千メートル峰に目を転ずれば、クー

ラ・カンリ、ナムナニを筆頭に静かな環境の中で

登山できる山々が数多くある。

1-1)チョモランマ(8,848m)

第三の極地・世界最高峰は、いつの時代にも話

題にこと欠かない。1980年に外国隊に開放されて

から、JAC隊が北西壁下部新ルートを開拓して

から、ありとあらゆるルートが開拓され、イベン
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トカミ催された。しかし、中国側からのチョモラン

マの「秋」の登頂率は非常に低い。冬にいたって

は、80年代半ばにカモシカ同人とウータンクラブ

によって数回挑戦されただけである。

1980年8月メスナーが北稜から単独登頂｡85年

8月ロレタンとトロヮイエが北西壁ホーバインルー

ト経由で登頂し、BCまで44時間で往復した。88

年には、中国、ネパール、日本の三国合同隊が南

と北からそれぞれ縦断した。日本人では、山田昇

が北から南へ縦断。この模様は頂上から日本のお

茶の間に同時放映された。

82年秋、北にあるチャンツェ(7,553m)をドイ

ツ隊が初登頂した。

1-2)マカルー(8,463m)

95年春、JAC隊が東稜から初トライしたが、

下部のトレースに終わり、上部は手つかずで未踏

のまま残った。登頂には成功した。

93年秋、チョモレンゾ(7,816m)を立教大学隊

が中国側から初登筆した。

1-3)チヨー・オユー(8,201m)

87年に開放される前から、ネパール政府の登山

許可を得て、中国に不法に越境して西北西稜を登

る登山隊が絶えなかった。87年秋、カモシカ同人

隊が正式許可として初めて登頂。頂上から高橋和

之がパラパント降下に成功した。現在では地球上

で最も登り易い八千メートル峰との評が定着して

いる。

86年秋、チョー・アウイ(7,354m)をHAJ隊

が初登頂。89年春、スークァン・リ(7,308m)を

大阪市立大学隊が初登頂した。

1-4)シシヤパンマ(8,027m)

下部に長い氷河を抱えている割には、登山者が

絶えず、チョー・オユーとの連続登頂を目指す登

山者の好餌となっている。但し、従来主峰の標高

は、8,012mであった。その標高でいくと北東稜

が派生する頂点(中央峰)の標高は、7,999mであっ

たが、いつの時点からか中国製の5万分の1の地

図上にある主峰8,027m、中央峰8,008mが一人歩



▼グレート・ベンド、ギャラ・ペリ(7,294m)きし、今では北東稜を登って主峰に登る登山者は

少なく、中央峰に登頂することが多い。しかし、

中央峰を八千メートル峰とすることには、パキス

タン側ブロード・ピーク「前峰」と主峰の関連か

ら疑問視する向きも多い。

80年春、ドイツ隊が第二登。81年春、女子登翠

クラブ隊が第四登した。

81年春、モラメンチン(7,703m)をニュージー

ランド隊が初登頂。82年春、ポーロン・リ（7,292

m)を大分県山岳連盟隊が初登頂。同年春、南面

のプンパ・リ(7,447m)、87年夏、西面のエポカ

ンジャロ・リ(7,365m)、89年秋、南のヤナン・

リ(7,071m)が初登頂された。97年春、西面のリ

スム(7,050m)を労山隊が初登頂した。

81年秋、ランタン・リ(7,205m)を京都大学隊

が偵察した。

1-5)ナムナニ(7,694m)

85年春、京都大学、同志社大学の日本側と中国

の合同登山隊が初登頂した。90年、スイスの4人

が第二登。98年春、JAC福岡隊が第三登に成功。

いずれも西面氷河からのルート。

1-6)クーラ・カンリ(7,538m)

86年春、神戸大学隊がI峰西稜から初登頂した。

97年春、HAJとチベット登山協会の合同隊が、

Ⅱ峰(7,418m)に人山したが、6,350mで断念。

86年秋、隣接するカルジャン(7,216m)をHA

J隊が初登頂したが、南のピークは断念した。

98年秋、ブータン側からはガンカル・プンスム

(7,570m)として著名な山にJAC隊が偵察とし

て入山。99年春に本隊を送る予定。

この他、クーラ・カンリ周辺では、Ⅱ峰、Ⅲ峰

(7,381m)、カルジャン中央峰(7,018m)、ゴウラ

カ・リ(6,497m)、ターラ・リ(6,777m)が未踏で

ある。

1-7)ヤンラ・カンリ(7,429m)

96年秋、HAJとチベット登山協会の合同隊が

南面に偵察として入山。98年秋HAJ隊が北面を

偵察。ネパール側では、ガネッシュ・ヒマールI

として知られている山であるが、第二登を許して

いない魅力的な山である。

1-8)ラプチェ・カン(7,367m)

87年秋、HAJとチベット登山協会の合同登山
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隊が西稜から初登頂した。

95年春、主峰の西側にある7,072m峰をスイス

隊が初登頂。98年秋、主峰の東側にある7,100m

峰に京都府山岳連盟隊が人山するも6,700mで断

念した。

92年秋、メンルンツェ(7,175m)をスロヴェニ

ア隊の二人がアルパイン・スタイルで初登頂した。

97年秋、ガウリサンカール(7,134m)の北面、

東面を山野井泰史がトライするも、6,300mで断

念。

1-9)チョモラーリ(7,326m)

96年秋、長野県山岳協会と中国の合同登山隊に

よって中国側から初めて登頂された。近くにはブー

タン側では、ジチュ・ダケと呼ばれるタンガヨウ

ラ(6,809m)がある。また、ブータン国境の北側

には西から東に中国でトンシャンジャブー(7,207

m)、ブータン名カンプー・カン(7,204m)、ブー

タン名ゾンゴプー・カン(7,034m)など未踏の七

千メートル峰がある。

1-10)カンペンチン(7,299m)

82年春、京都大学隊が東面氷河から初登頂した。

98年夏、愛媛大学隊が主峰の第二登を行い、北峰

(7,230m)を初登頂した。

85年春、ララガ・リ(6,671m)に岩手医科大学

隊が入山したが6,400mで断念。

カンペンチンを主峰とするペグ・ヒマールには、

六千メートル峰の未踏峰が林立しており、短い期

間でヒマラヤを楽しむことが可能である。

1－12）バイリとダモダール

ネパールで云うぺり・ヒマールからダモダール・

ヒマールの中国側には、七千メートル峰こそラト
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ナ・チュリ(7,035m.95年ネパール側から信州大

学が初登頂)しかないが、立派な山容の6,899m峰、

6,730m峰などの未踏峰やブリクティ・サイル(6,

364m)などがある。

1-13)ヤル・ツァンポー源流の山々

98年夏、ロンライ・カンリ(6,859m)に同志社

大学隊が入山したが、6,400mで断念。

1-14)ジーロン谷の山々

98年秋、カバン(6,717m)にHAJ隊が偵察と

して入山。99年秋に本隊を送る予定。

ジーロン谷には、この他にネパールとの国境に

あるランプー・カンリ(6,668m)、プヨン(6,676

m)、ジーロン県裏に聟えるチョグラ・リ(6,514

m)など魅力的な山が未踏のまま眠っている。

Ⅱ、カラコルム

中央ヒマラヤへのアブ°ローチ・マーチが「高原」

であるのに対して、カラコルムヘのそれは「重畳

と連なる山脈と大河」である。カラコルムヘ接近

するためにはラクダに頼らざるを得ない。

Ⅱ－1）チョゴリ(8,611m)

82年夏、JMA隊が北稜から初登筆した。83年

イタリア、90年アメリカ、94年スペインも同ルー

トから登頂。90年夏、横浜山岳協会隊が下部北西

壁から上部JMAルートに抜ける新ルートを開拓。

Ⅱ－2）ガッシヤープルムI(8,068m)

89年春、横浜山岳協会隊が偵察に入山。同年夏、

宮城県山岳連盟隊が東稜をトライしたが、6,400

mで断念した。

Ⅱ－3）ブロード・ピーク(8,051m)

90年から3年続けてイタリア母体とする隊がト

ライし、92年夏中央峰(8,008m)の初登筆に成功。

Ⅱ－4）ガッシヤーブルムⅡ(8,035m)

98年春、立教大学隊が偵察に入山。99年本隊を

送る予定。

Ⅱ－5）クラウン(7,295m)

85年、90年、92年と秋にHAJ隊が東壁をトラ

イしたが、7,000mで断念。87年夏、静岡大学隊

も東壁7,000mで断念。同年夏、イギリス隊も7,0

00mで断念。93年夏、JAC東海隊が東壁を直登

して初登頂に成功した。

Ⅱ－6）チリン（チャント・ク17,038m)

94年夏、岐阜大学隊が北東稜から初登頂に成功。

▼カラコルム、クラウン(7,295m)
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隣接するチャン・トクⅡ(6,972m)にも初登頂し

た。

Ⅱ－7）スペンダー(7,315m)

チョゴリの西10kmにあり、5つのピークがある。

94年夏、オーストラリアとニュージーランドの合

同隊がサルポ・ラッゴ氷河から7,220mピークに

初登頂し主峰の初登頂も成し遂げた。

Ⅱ－8）その他

シャクスガム上流のパキスタンとの国境にある

7,000m峰が、ほとんど手つかずのままである。

Ⅲ、パミールと天山

中国領パミールは、パミールの最高峰であるコ

ングールを筆頭に、七千メートルl峰三山が至近距

離に立ち並ぶ。特にムスターグ・アダは高さの割

には、登山が比較的容易であり、地形的にスキー

に適していることも手伝って、中国でも圧倒的に

人気がある。また、登山と組み合せてカラコルム

を通過する国境越えも盛んである。

シルクロードを南北に分ける天山山脈の半分が

中国領である。キルギスとの国境にあるこの山脈

の最高峰トムールは、キルギス側ではポベーダと

呼ばれている。天山にはもう一つ七千メートル峰

がある。ハン・テングリである。標高は、6,995

mであったが、旧ソ連時代の89年にこの山が外国

人に開放された際に、7,010mと改訂され、七千

メートルI峰に格上げされた。しかし、93年に中国

で出版された「中国登I｣_l指南」では、相変わらず

6,995mである。また中国とキルギスとの国境線

がどのように引かれているのか定かではないが、

地形を見る限り中国側からこの山にトライするの

は困難であるように思われる。
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▼中央ヒマラヤ、カルジャン(左)、クーラ・カンリ(右）Ⅲ－1)コングール主峰(7,649m)

81年夏、コングール主峰をイギリス隊が南面か

ら初登頂した。同年、時期をずらせて北面から登

筆した京都カラコルムクラブ隊は、北稜にアルパ

イン・スタイルで挑んだ3人が行方不明となり断

念。89年夏、同クラブが北稜に再度挑み第二登に

成功し雪辱を果たした。

81年夏、コングール・チュビエ(7,530m)に防

衛大学隊が南稜から第三登に成功。89年夏の宮崎

県山岳連盟隊は、6,510mで断念した。

コクセル・コルを挾んでコングールの南にある

コクセル(6,705m)は、93年夏、山形大学隊が初

登頂。95年夏、カジセル(6,525m)を立川女子高

校隊が初登頂。80年夏、サリヤチ(6,220m)をイ

ギリス隊が初登頂した。

87年夏、チャクラギール(6,727m)を明治学院

大学隊が初登頂した。95年夏、福岡隊は落石のた

め遭難者が出たため断念した。

Ⅲ－2）ムスターグ・アダ(7,546m)

80年夏、開放第一陣として人山したアメリカ隊

が登頂してスキー滑降を行う。81年夏、コングー

ルに向かう前に、京都隊が登頂。以後、入山する

ほとんどの隊が西稜から登頂しているが、頂上部

分がゆるやかで広大なこともあって、頂上手前で

も「登頂」と報告する隊も多い。

81年夏、北峰(7,184m)を川崎教員隊が初登頂。

95年夏、南面の無名峰(6,849m)をJAC青年

部隊が初登頂した。

Ⅲ－3）トムール(7,435m)

77年夏、中国隊は大挙してトムールに入山。28

人が登頂した。86年夏、女子登翠クラブ隊がトラ

イするも雪崩のため6,200mで断念。90年夏、横

浜市立大学隊は雪崩遭難のため6,450mで断念。

92年夏、同隊の関係者で作る天山倶楽部隊は雪崩

のため5,800mで断念。まだ中国側からの第二登

はない。

90年夏、北東66kmにあるシュエレン(6,627m)

にJAC東海支部隊が初登頂。3度目の挑戦であっ

た。

94年夏、南17kmにあるカシカール(6,342m)に

瀬戸内天山隊が初登頂した。

トムール周辺には、この他にも多数の六千メー
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トル峰があり未踏を保っている。この地域はアプ

ローチ・マーチにおける河の処理が難点である。

Ⅲ－4）ボゴダ(5,445m)

48年、シプトンとティルマンによって5,000m

まで登られた。開放後の81年夏、京都山岳会隊が

初登頂に成功した。周辺には数座の5,000m峰が

あり、80年代に日本から数多くの登山隊が人山し薄

ほとんどの峰の初登頂を行った。

Ⅳ．篦喬

東西2,500kmの長さをもち地球上で一番古いと

云われる山脈である。東に行くほど高度を下げる。

罠南は、天山、アルタイ、パミールなどと並んで、

シルクロードのイメージと重なっており、日本人

には馴染みの深い場所である。一般的には、西部、

中部、東部に区分されている。

Ⅳ－1)西部罠南

85年夏、HAJの女性隊が中国と合同でムーシュ・

ムスターグ(6,638m)にトライしたが、周辺の5,8

50m峰に初登頂し八花氷山と命名した。そのムー

シュ・ムスターグは、90年夏、栃木県高体連隊に

よって初登頂された。

89年夏、ムーシュ・ムスターグの南にあるチョ

ルパンリク・ムスターグ(6,524m)を仙台一高隊

が初登頂した。

86年夏、罠甫の最高峰でありかつ唯一の七千メー

トル峰である無名峰(7,167m)に東京農業大学隊

が初登頂した。同峰には、97年夏、西陣山岳隊が

第二登。

87年夏、ホータンの東南東218kmにあるカシタ

シ(6,697m)に福岡隊が人山するも5,970mで断念。

95年夏、ホータンの南東200kmにあるクタイケ
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リケ（ギシリク・ダーク6,488m)に山形県山岳

連盟隊が初登頂した。

Ⅳ－2）中部毘需

88年夏、チオン・ムスターグ(6,962m)に向かっ

た京都大学隊が、西100kmにある無名峰(6,903m)

に初登頂した。

その他、この周辺には阿克塔烙(6,748m)など

無数の未踏峰があるが、ほとんどトライされてい

ない。

Ⅳ－3）東部罠需

85年夏、ウルグ・ムスターグ(6,973m)をアメ

リカと中国の合同登山隊が初登頂。89年夏、立正

大学と中国の合同登山隊が第二登。

88年春、シンチン(6,860m)にHAJ隊が入山。

18峰(6,237m)に初登頂。同時期アメリカ隊も入

山。89年春、京都山岳会隊が人山するも6,170m

で断念。92年春、HAJ隊によって主峰が初登頂

された。

81年春、かっては、エヴレストより高いのでは

ないかと話題になった、アムネマチンI(6,282m)

を上越山岳協会隊が初登頂した。同年夏にも数隊

が登頂。84年夏、日中合同隊がⅡ峰(6,268m)に

登頂。同年夏、V峰(6,090m)を武漢地質学院隊

が初登頂。93年夏、I峰を山梨県山岳連盟隊が東

稜から初登鑿した。

85年夏、コンロン山口の東にあるユイチュ（カ

カサイジモン力6,179m)を日本山岳会隊が北面

から登頂。90年夏、北京大学隊が南面から登頂。

93年と94年夏、HAJ隊も南面から登頂。

94年夏、峠の西にあるユイシュ(5,933m)をH

AJと中国合同女性隊が登頂した。

キレン山群の最高峰スーチューリアン(5,547m)

には、85年夏、JAC隊が初登頂した。また、ア

ルチン山群の最高峰には89年夏、秋田市と中国の

合同隊が初登頂した。

その他、黄河源流域のヤラダツォ(5,215m)、

パヤンカラ(5,267m)を1985年春にHAJ隊が登

頂。毘涛山脈東端のニエンバオイエツエ(5,369m)

にも1989年夏、京都山の会が入山した。

V.ガディセイ山脈とニェンチェンタンラ山脈

西はパンゴン湖から東はギャラ・ペリの北まで、

チベット高原の青蔵高原の南縁に連なるこの2つ

▼横断山脈、ミニヤ・コンカ(7,556m)
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の山脈は、ヘディンによってトランス・ヒマラヤ

と呼ばれた。7,000mを超える山は4座と少ない

が、特に青蔵公路の東に広がるニェンチェンタン

ラ山脈東部は、今後注目される場所となるだろう。

V-1)ルンポ・カンリ(7,095m)

94年春、HAJ隊が初めてトライし2ルートを

試登した。96年秋、韓国と中国の合同登山隊によっ

て初登頂された。

カン・リンポチェ(6,638m)は、聖山カイラス

として有名であり登山許可を取得するのは困難で

あろう。しかし、登頂ルートは南東面にあり、技

術的には大きな問題はない。むしろ登山としての

興味は、西面の岩壁や、南北両面の氷雪壁にある。

カン・リンポチェの北には、かって(7,315m)の

標高を与えられていたアリン・カンリ(6,598m)

がある。

V-2)ニェンチェンタンラ(7,162m)

59年冬、中国隊は6,177m峰で合宿を行い大量

登頂した。

86年春、東北大学隊によって主峰が初登頂され

た。89年夏、中央峰(7,117m)がオーストリア隊

によって初登頂され、92年夏北京大学隊が第二登。

95年夏、南東峰(7,046m)が中津川労山隊によっ

て初登頂された。

92年夏、サンデンカンサ(6,590m)が川上／松

永隊によって初登頂された｡95年夏、北東にある

タンランポ(6,394m)を中央大学隊が初登頂。周

辺には無数の6,000m峰がある。

V-3)チョム・カンリ(7,048m)

ヤンパーチンの南西にある。96年秋、韓国と中

国の合同隊が南面から初登頂。97年春、中央大学
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隊が同ルートから第二登した。

V-4)ニェンチェンタンラ東部

青蔵公路の東側に広がる大山群。アルプス的な

山々が立ち並ぶ景観を成都～ラサ間の機上から見

ることができる。

94年と96年にチャチャチョ(6,447m)に長野隊

が入山したが登頂は断念した。

97年春、セプ・カンリ(6,956m)にボニントン

隊が人山したが5,500mで断念した。

以上二つの山の周辺には、6,500mを超える未

踏峰が林立していて、未踏峰の宝庫である。

V-5)ニンチン・カンサ(7,206m)

85年秋、大分県山岳連盟隊が主峰を目指したが

6,800mで断念。トゥゴロン(6,763m)に初登頂し

た。

86年春、チベット登山協会隊が南面から主峰の

初登頂に成功。92年春、自衛隊山岳連盟隊が南面

から第二登。95年夏、栃木県高連隊が西面から初

登筆。同時期福岡大学と北京大学合同隊が南面か

ら登頂。97年夏、HAJ隊が栃木ルートから登頂。

98年夏、HAJ隊が西稜初登翠。

97年春、ジェトンスンソン(6,249m)に長野県

山岳協会隊が入山したが、5,800mで登頂を断念。

Ⅵ、グレート・ベンドとマクマホン・ライン

かって「アッサム・ヒマラヤ」と呼ばれていた

地域とほぼ同じ。ラサの遥か東、リンチやミーリ

ンの東を流れるヤル・ツァンポ江沿いは、深い樹

林に覆われて、中央ヒマラヤとは一味も二味も異

なった独特の地域を造っている。ここがグレート・

ベンドである。また、中国とインドの係争の地マ

クマホン・ラインにも高峰が立ち並ぶ。その景観

は成都から乗った飛行機がラサに着く直前に機上

から見ることができる。

Ⅵ－1）ナムチャ・バルワ(7,782m)

83年春、中国隊がナイフ°ン(7,043m)に初登頂。

84年春、同様に中国隊はナイプンに登頂｡91年秋、

JACと中国の合同登山隊がナイプン・ルートか

ら7,460mまで到達したが、雪崩遭難などで断念。

92年秋、JACと中国合同登山隊は前年同様ナイ

プン・ルートから初登頂に成功。

ナムチャ・パルワの北東にはサンルン(7,095m)

があり、アプローチの輸送が鍵を握っている。

▼横断山脈、シャラ・リ(6,032m)

＝患…鍵･~:,、識

瀞
廸保遜,.,:ﾁ,,

舜嬰

電通蝿

際':X"

識
や
。
図
、

瞬
識
序

篭』‘灸

奪
凶1

塁

また、サンルンからさらに東には、カンリ・ガ

ルポ山群があり認主峰のルォニ(6,610m)をはじ

め小振りながら興味深い山々がある。

Ⅵ－2）ギャラ・ぺり(7,294m)

86年秋、HAJ隊が南稜から初登頂に成功。北

西4kmにセンダン・プー(6,812m)、西10kmには

ランメンバザラ(6,846m)がある。二座とも堂々

とした山姿である。

Ⅵ－3）カント(7,055m)

88年秋、同志社大学隊が北峰(7,037m)を経由

して主峰の初登頂に成功した。主峰の北東10kmに

チョモ(6,890m)、さらに東にはニェギェ・カン

サンと呼ばれているトゥイ・カンリ(6,990m)が

ある。

カントの南西10kmにはゴリ・チェン(6,490m)、

ラサの南東80kmに聖山ヤルラ・シャンポ(6,635m)

があるが未だ手つかずである。

Ⅶ、横断山脈

四川省西部とチベット自治区東部を北から南に

貫くいくつもの山脈から成り、いずれも森林帯に

直結している。

Ⅶ－1）ミニヤ・コンカ(7,556m)

戦前の32年秋、アメリカ隊が北西稜から初登頂。

57年秋、中国隊が同ルートから第二登、開放後の

81年春、北海道山岳迩照隊が東面から頂上直下ま

で迫ったが8人が遭難して断念。82年春、市川山

岳会隊が東面の異なる氷河から頂上直下まで迫る

も2人が辿難したがその内の1人は生還した。82

年にスイス隊、アメリカ隊が西面から登頂。90年

春、北海道隊が東面北西稜の6,400mで断念691

年秋、HAJ隊が東面ハイローコー氷河から北東
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稜6,400mで断念｡94年秋、HAJ隊はヤンズー

コー氷河から北東支稜の6,050mまで達したが、

4人が雪崩と思われる遭難で断念。97年春、札幌

山岳会隊が東面北西稜から登頂に成功した。

81年春、スイス隊は東面に入り、ソンヤッツェ

ン(6,686m)、タイシヤン(6,410m)、6,652m峰な

ど6座に初登頂した。

81年春、ジャズ(6,540m)にイギリス隊がトラ

イしたが断念。82年秋、アメリカ隊が初登頂に成

功。

95年秋、ラモ・シェ(6,070m)にアメリカ隊が

初登頂。98年夏、HAJ隊が人山したが5,800m

まで。

Ⅶ－2）大雪山系

88年春、リタンの西南西67kmのゲニ(6,204m)

にHAJ隊が初登頂｡86年秋、金沙江左岸デゲの

近くにあるチェルーシャン(6,168m)に神戸大学

と中国の合同登山隊が初登頂。96年夏、山岸／樋

上隊は1,111mで断念。91年秋、パタンの東北東

17kmのヤンモーロン(6,060m)に日本大学隊がト

ライするも5,450mで断念。89年夏、リタンの南

177kmにあるシャラ・リ(6,032m)にHAJ隊が入

山したが、5,500mで断念。98年秋、蓮花夕照連

山(5,704m)を労山隊が初登頂。

Ⅶ－3）スークニヤン(6,250m)

81年夏、同志社大学隊が南東面から初登頂。81

年秋、83年秋、アメリカ隊、HAJ隊が北壁を試

登。91年夏、拓殖大学隊が南東面5,630mで断念。

92年夏、広島山の会隊が南壁から初登筆。

81年秋、東の対岸にある岩峰プニュー(5,413m)

をアメリカ隊が初登頂。

Ⅶ－4）シユエバオ・デイン(5,588m)

86年夏、HAJと中国の合同登山隊が初登頂。

90年夏、さがみ家族山の会、91年夏、HAJ隊も

同ルートから登頂｡91年夏、シャオ・シュエバオ・

ディン(5,026m)をさがみ家族山の会が初登頂。

91年夏、ヤンゴンシヤン(5,273m)をJAC宮

城隊が初登頂。

Ⅶ－5）メーリー・シュェシャン(6,740m)

87年秋、上越山岳協会隊が4,940mまで。88年

春、アメリカ隊が5,000mまで。89年秋、京都大

学と中国の合同登山隊が5,400mまで。90年冬、

京都大学と中国の合同登山隊が6,470mに達した

が、その後雪崩のため17人が遭難し断念。96年秋、

京都大学と中国の合同登山隊が1,111mに達した

が断念。

92年秋、アメリカ隊が、メーリー・シュエシャ

ンの北にある6,509m峰をトライした。

Ⅶ－6）ユイロン・シュエシヤン(5,596m)

84年春、HAJ隊が北東稜からトライしたが、

5,100mまでで断念。86年春、アメリカ隊が北東

稜コル上で断念。87年春、アメリカ隊が東面から

初登頂に成功した。

［おわりに］

広大な中国大陸の中にある高峰は、おかれてい

る位置により随分と山岳の気象条件が異なる。そ

して、あまり登山者を迎えていない地域では、気

象に関する情報は圧倒的に少ない。高峰登山は、

気象条件によって極度に左右されることが多いこ

とを考えると、中国内における高峰登山を計画す

る場合には、気象の情報収集や研究にウエイトを

おく必要がありそうである。尤も、メーリー・シュ

エシャンのケースのように、大自然は、その道の

専門家が現地にいてさえも、予測できないような

巨大な破壊力を秘めていることをも頭に入れてお

く必要はある。

HAJチベット2座連続登山隊Tシャツ販売

HAJでは、今年の秋にチベットのジーロン地

域にある「カバン(6,717m未踏峰)」と西の王者

｢ナムナニ(7,694m)」の2座を連続登頂する計画

で登山隊を派遣します。

この登山を記念して、ユニークなロゴ入りのT

シャツを同隊が作成しました。ダクロン製で速乾

性と吸水性に富み、汗に濡れた肌にもべタつくこ
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となく、爽やかな気分を持続させます。

同隊の支援を兼ねてHAJでは、こ‘のTシャツ

を販売いたします。希望される方は色とサイズを

記入してHAJまでお申し込み下さい。

色：ブルーグレー、イエロー、グレー

サイズ:LとM

価格：1枚3000円送料1枚=240円3枚まで=390円



中国登山・日本隊20年の記録集計表
（1999年．1月11日：山森欣一作成）

(注）左：隊数、右：人数、（）内は死亡。

年 8,000m峰 6,000m峰 5,000m峰 合 計7,000m峰

1 99 1
01 1Q7Q

」J1J

３ 43 ５ 56２ 1q
LU

02 1980
／11、
ll－lj
、ムユノ (1－1）

３ 70 18203

(3-12)

16 4 436 74 ５
03 1981

（2－11） (1-1)

３ 2 21 10122

（4－5）

Eワ
J1 5 44

04 1982
(1－2） （3－3）

1 1 2 8 ３ 2717 1
05 1983

３ 27 62 1
10
上△ 478

06 1984

2 20 8 38 20166

(1-1)

５ 57 5E1
J上

07 1985
(1-1)

26 161471 1 12 21 12108
08 1986

4 ３ 11109

(1-1)

44 4 35 30
09 1987

(1-1)

151625 78 2 18 ７ 52 14］
10 1988

4 38 ７
ハF

bO ７ 71 ３ 39 21213
l1 1989

4 4 14154

（2－5）

63 5 38 48 1 5
10
上乙 1990

（2－贋、リノ

5 貝1
Jユ 58 4

nn

dd 35 18177

(4-15)

6 3
13 1991

(2－3） (1-11)（1－114ノ

4 42 1
Oワ

ムイ 2 ll 15127

（2－2）

５ 47
14 1992

イ1－11
、上｣ノ

イ1－11
1ユュノ

2 4 4 1011315 41 R7
U0

19931月
Lu

I 28 4 198 56 q9
U~ ２ 18135

(1-4)
16 1994

(1-4)

6 7q
IJ 4 ７ 81 10 18209

／11､

（1－1ノ

45 1
17 1995

（1－1）

6 41 8 46 ５ 46 19133

(1-1)
18 1996

(1-1)

6 22 ３ 24158
1，
1乙 87 29 ３ 20

199719

９ 39 11 5 2 29 2717077 25
20 1998

73隊697人

（8－10）

111隊911人

(10-25)

69隊657人

(2-12)

36隊372人

（1－1）

289隊2637人

（21-48）
合

三半
面I

(注）1

2

3

登山隊に同行した取材班については、規模の大きいものについては1隊として集計した。

偵察隊は正式許可を取得したものだけを集計した。

登山隊に同行したトレッキング隊は除外した。
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中国山別入山一覧表

(1999年1月山森欣一作成）

*凡例隊員・登頂・死亡各欄の数字はそれぞれ順に、総数・［中高年者数］．（女性者数）・［女

性の中高年者数］である。印欄は★偵察◎初登頂○登頂●初登肇×断念△その他

＊同行取材班については、BCが4,000m未満（或いは公路沿い）については除外を原則としたが、

上部にて活動に参加した者については、その員数だけ別記した。BCが5,000m以上については別

記を原則としたが、一部記者だけのケース等については登山隊に含めたものもある。

（偵察は許可を得てBC以上で登山活動したものだけを対象とした）

霊
一
岬
一
脚
一
〃
｜
螂
一
恥
一
〃
｜
”
｜
〃
｜
〃
｜
螂
一
〃
｜
〃
｜
哩
皿
一
〃
｜
”
｜
螂
一
〃
｜
壁
〃
｜
”

諏
一
春
一
春

派遣母体名

日本山岳会

日本山岳会

（取材班）

カモシカ同人

ｳｰﾀﾝｸﾗプ

カモシカ同人

防衛大学校山岳会

（取材班）

ウータンクラブ

日本山岳会

（取材班）

ウータンクラブ

日本ヒマラヤ協会

貫田／二上

明治大学

日本／カザフ

日本大学

（取材班）

福岡市山岳協会

立正大学

亜細亜大学

F.O.S

国際公募隊

昭和山岳会

日本勤労者山岳連

テレビ朝日

ガイァ・アルパイ

F．O．S

国際公募隊

310人

隊長名

斎藤惇生

渡辺兵力

隊員数

9［1]（0）

26［4]（0）

13［2]（0）

17[1](1)[1]

11[1](2)[1]

9［1]（1）［1］

26［5]（0）

4［1]（0）

4[1](1)[0]

23[6](O)

42[14](1)[O]

5［2]（1）［0］

9[3](O)

2[1](O)

10[4](O)

11[3](1)[O]

20[8](O)

9[2](O)

15［9]（1）［1］

8[2](O)

4[1](1)[0]

2［0]（1）［0］

1[0](1)[O]

11［7]（0）

12[10(2)[2]

3[1](O)

1[O](0)

2[0](1)[O]

登頂者数

6,800mまで

3「01

死亡者数

高所協力員3名

1[O]

h、R

ルノーI、

北 稜

2ルート

★
｜
●
’

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
的
一
Ⅱ
｜
岨
一
過
一
Ｍ
一
喝
一
陥
一
Ⅳ
｜
昭
一
灼
一
鋤
一
別
一
躯
一
羽
一
別
一
蝿
一
鍋
一
町
｜
羽
一
羽

冬
一
秋
一
冬
一
秋

北西壁

北稜

北西壁

西稜

高橋通子

長谷川恒男

高橋通子

川上隆

8,100mまで

8,200mまで

8,450mまで

8,100mまで

1[O](O)[0]×
｜
×
｜
× l[1]

雪豹撮影に成功

冬
一
春

稜
稜
北
北

長谷川恒男｜×
橋本情’○

7,650mまで

2[O]

3[2](O)

7,800mまで

8,200mまで

o「11
△Ll」

6,400mまで

8,350mまで

2[O]

1名は縦断

頂上から中継

冬
一
秋
一
舂
一
春
一
春
一
春

北稜

北西壁

北稜

北東稜

北東稜

北東稜

長谷川恒男

尾形好雄

貫田宗男

平野真一

大宮求

神崎忠男

×
｜
×
’
○ 1[1]

1[0](0)×
｜
●

○
’
○

春
一
春
一
春
一
春
一
春
一
春
一
春
一
春
一
春
一
春
一
春
一
計

北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北

稜
一
稜
一
稜
一
稜
一
稜
一
稜
一
稜
一
稜
一
稜
一
稜
一
稜
一
婚

植松満男

山崎幸二

野口健

戸高雅史

R・プライス

小野寺斉

近藤和美

村口徳行

小西浩文

4［2]（0）

2[1]

8,000mまで

8,000mまで″
｜
〃

×
｜
×
’
○
’
○
’
○
｜
×
｜
×
’
○

続素美代

岬
一
〃

4［1］

8［6]（0）

3［1］

7,800mまで

8,500mまで

1［0]（1）［0］

34[14](1)[0]

″
｜
″
｜
″
｜
△
口

戸高雅史

R､プライス ｊ
１
】

Ｏ
６
Ｍ
Ｘ
１
６１
く
く
１
１
０
０９
ｔ
に
１
０１３ 5［2]（0）

轆
一
蜘
一
岬
一
〃
｜
卿
一
合

郵
一
秋
一
夏

ルート派遣母体名

北稜日本山岳協会

北稜日本山岳協会

（取材班）

北西壁横浜山岳協会

4隊66人

隊長名

小西政継

新貝動

隊員数

5［2]（0）

45［3]（0）

4［2]（0）

12［5]（0）

66[12]（0）

登頂者数

5,100mまで

7［0］

死亡者数

★
｜
●

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

2［0］

夏

二・l

訂．

岸本五三男｜● 叩
一
ｍ 2［0］
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中国山別入山一覧表

（1999年1月山森欣一作成）

＊凡例隊員・登頂・死亡各欄の数字はそれぞれ順に、総数・［中高年者数］。（女性者数）・［女

性の中高年者数］である。印欄は★偵察◎初登頂○登頂●初登筆×断念△その他

＊同行取材班については、BCが4,000m未満（或いは公路沿い）については除外を原則としたが、

上部にて活動に参加した者については、その員数だけ別記した。BCが5,000m以上については別

記を原則としたが、一部記者だけのケース等については登山隊に含めたものもある。

（偵察は許可を得てBC以上で登山活動したものだけを対象とした）

－1

’’

死亡者数登頂者数

8[3](1)[1]

4［0］

2[O]

8,050mまで

4［4]（1）［1］

11[5](1)[O]

12[3](1)[0]

頂上の一角に登頂

2［0］

3［0]（2）

7,600mまで

2［0］

5[3](O)

5[1]

8［2]（2）

1［0］

4［3]（4）［3］

8,050mまで

4[0](1)

2［2］

l[0]

78[26](13)［5］

隊員数

10［4]（1）［1］

4[0](O)

13[1](O)

8［6]（1）［0］

15[14]（4）［4］

14［9]（3）［2］

12［3]（1）［0］

3［1]（0）

9［1]（0）

3[O](2)[O]

8［5]（1）［1］

2[0](O)

13［7]（2）［1］

7［2]（0）

8［2]（2）［0］

1［0]（0）

4［3]（4）［3］

5[2](O)

4[O](1)[0]

2［2]（0）

1[O](O)

146[62](22)[12］

隊長名

高橋通子

山田昇

荒川一郎

深田良一

神崎忠男

八橋秀規

八木原圀明

阿部正巳

深瀬一男

長尾妙子

西川建夫

小西浩文

丸山芳雄

太田九二

佐藤信二

野口健

R・プライス

倉岡裕之

角谷道弘

谷口正彦

諸岡慶太郎

霊
一
”
｜
螂
一
卿
一
〃
｜
皿
一
”
恥
一
〃
｜
岬
一
〃
｜
〃
｜
啼
一
〃
｜
〃
｜
職
〃
｜
〃
｜
〃
｜
”
｜
恥
一
〃
｜
合

ルート派遣母体名

西北西カモシカ同人

日本ヒマラヤ協会

学習院大学

第二次RCC

シルバータートル

カトマンズクラブ

群馬県山岳連盟

東京登山隊

日本大学

南西壁日本

西北西北見山岳会

小西／山本

秋田

法政大学

札幌中央勤労者

野口

国際公募隊

日本／カザフ

奥州山岳会

谷口

国際隊

21隊146人

識
一
秋
一
秋
一
春
一
秋
一
秋
一
秋
一
秋
一
秋
一
秋
一
秋
一
秋
一
春
一
秋
一
秋
一
春
一
秋
一
秋
一
秋
一
春
一
秋
一
秋
一
計

○
’
○
’
○
｜
×
’
○
’
○
’
○
｜
×
’
○
｜
●
｜
×
’
○
一
○
’
○
’
○
’
○
’
○
｜
×
’
○
’
○
’
○

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
Ⅲ
｜
Ⅱ
｜
岨
一
喝
一
Ｍ
一
咽
一
陥
一
Ⅳ
｜
昭
一
均
一
卯
一
別

続素美代含む

l[O]

1[0](O)

’

隊長名隊員数

重広恒夫●13[3](1)[0]

|季節｜ルート｜派遣母体名
｜春｜東稜|日本山岳協会

死亡者数

F部初登華

登頂者数

8[O](O)

雲
螂
坐
Ⅱ

’

隊長名

福島正明

八嶋寛

登頂者数｜死亡者数隊員数

2［0]（0）

12［4]（1）［0］

派遣母体名

横浜山岳協会

宮城県山岳協会

雑
一
脚
一
〃

郵
一
春
一
夏

ルート

東面

東稜

★
｜
×

’
’
２ 6,100mまで

’

隊長名

奥原幸 ’
隊員数｜登頂者数
6[5](O) |5,800mまで目

｜｜年度｜季節｜ルート｜派遣母体名
'1’19981春｜束面|立教大学

死亡者数

-21-

卓奥友

マカルー

ガッシャーブルムI

ガッシャーブルムⅡ



中国山別入山一覧表

（1999年1月山森欣一作成）

*凡例隊員・登頂・死亡各欄の数字はそれぞれ順に、総数・［中高年者数］。（女性者数）・［女

性の中高年者数］である。印欄は★偵察◎初登頂○登頂●初登塞×断念△その他

*同行取材班については、BCが4,000m未満（或いは公路沿い）については除外を原則としたが、

上部にて活動に参加した者については、その員数だけ別記した。BCが5,000m以上については別

記を原則としたが、一部記者だけのケース等については登山隊に含めたものもある。

（偵察は許可を得てBC以上で登山活動したものだけを対象とした）

シシヤノ､fンマ
lー一一一一一一一ー

シ ャノ､f

年度

11980

21981

3〃

41982

51986

61988

71989

81990

91991

10〃

111992

12〃

131994

141995

151997

16〃

△
匡］

諏
一
秋
一
春

死亡者数派遣母体名

女子登肇クラブ

女子登翠クラブ

（取材班）

高所研究所

国際隊

日本ヒマラヤ協会

愛知学院大学

京都大学

長野県山岳協会

立正大学

福岡

カトマンズクラブ

雪豹同人

Y・M.S

長野県山岳協会

マウンテンゴリラ

142人

隊長名

田部井淳子

田部井淳子

件
一
癖
一
幟

隊員数

4[1](4)[1]

9［2]（9）［2］

2［1]（0）

8[1](O)

1[0](O)

4[O](0)

15［3]（0）

30[9](2)[0]

14［6]（2）［1］

10［1]（0）

4［3]（0）

13［8]（3）［2］

8［6]（0）

9［6]（0）

3[2](O)

8［7]（1）［1］

142[56](21)［7］

登頂者数

6,100mまで★
’
○ l[1](1)[1]

秋
一
秋
一
秋
一
春
一
春
一
秋
一
秋
一
春
一
秋
一
春
一
秋
一
秋
一
夏
一
計

岬
一
擁
一
癖
一
癖
一
蝉
一
岬
一
癖
一
》
｜
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
癖
一
階

原真 ○
｜
×
’
○
’
○
’
○
｜
×
’
○
’
○

7［1］

不明

3[O]

3［1］

15[2](1)[O]

7,850mまで

2[O]

2［2］

7,700mまで

6［5］

4［3］

7,850mまで

中央峰

尾崎隆
岬
一
藷
一
部
一
舜
一
訓
一
曄
一
鴫
一
癖
一
価
一
跡
一
封

昇
一
甦
一
峠
一
澄
一
準
一
静
一
議
一
檸
一
聡
一
澄
一
淳

中央峰

2［1]（()）

中央峰

中央峰

○
’
○
｜
×
｜
×

中央峰

中央峰

43[15](2)[1]|2[1]

年度

11980

21981

31982

4〃

51990

61991

71994

81995

91996

101997

11〃

121998

，△、
に．

識
一
秋
一
春
一
春
一
秋
一
春
一
秋
一
秋
一
春
一
春
一
春
一
秋
一
秋
一
計

派遣母体名

北海道山県連関

北海道山黒連閣

市川山岳会

市川山岳会

北海道山県津照

日本ヒマラヤ協会

日本ヒマラヤ協会

81年遭難者捜索

松田

札幌山岳会

横断山脈研究会

横断山脈研究会

95人

隊長名

京極紘一

金子春雄

斎藤英明

斎藤英明

川越昭男

山森欣一

山森欣一

氏家英紀

松田幸一

芳賀正志

須藤建志

須藤建志

僻
一
軸
一
癖
一
癖

隊員数登頂者数

7[5](O)4,900mまで

26[4](1)[1]頂上直下まで

7[O](2)[O]頂上直下まで

6[0](O)遺体収容･4,550m

5[3](0)6,540mまで

12[3](O)6,400mまで

7[3](1)[1]6,050mまで

9[8](0)4,350mまで

l[1](O)

7[4](1)[O]2[1](O)

4［2]（0）

5[4](O)6,400mまで

95[37](5)[2]2[1](O)

死亡者数

★

ｊ
ｊ
Ｏ
Ｏ
く
く
１
１
１

Ｏ
０
０

ｆ
ｌ
ｆ

８
１
１△

｜
×
｜
×
｜
×
｜
△
｜
×
｜
●
｜
×
｜
×

蝿
一
癖
一
峠
一
輌
一
輌
一
岬
一
峠
一
峠
一
”

4[O](O)

14[O](O)

年度

11985

21992

31995

4〃

51997

61998

△、
［．

諏
一
秋
一
夏
一
夏
一
夏
一
夏
一
夏
一
計

ルート派遣母体名

南面大分県山岳連閣

南面自衛隊山岳連盟

西面栃木県高体連

南面福岡大学

西面日本ヒマラヤ協会

西稜日本ヒマラヤ協会

6隊68人

隊長名

奥田勝幸

大崎直彦

石澤好文

山内一男

天城敞彦

関根幸次

隊員数

13[3](1)[O]

6[1](O)

18[5](0)

9[6](O)

13[9](O)

9［6]（1）［0］

68[30](2)[O]

登頂者数

6.800mまで

1[O]

11[4]

4［3］

9［6］

3［3]（0）

28[16](O)

死亡者数

×
’
○
｜
●
’
○
’
○
｜
●
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蕊鍵蕊… mMAI｣AYANEWS

ネパールの未解禁峰にも推せん状を出すのか。許

可言はグンサに送る、と云った観光省は何故連絡

官を同行させなかったのか。美談でいいのだろう

か。登山手続きに腐心している人もいる。（山森）

鍵鱗譲鱗繍議

《ネパール》

富士レストラン閉店クロス・ピーク登頂を考える

98年10月8日、宮沢美渚子(65)が、カンチェン

ジュンガ山群のクロス・ピーク(6,510m)に初登

頂した。報道や雑誌によると、日本国内では、J

AC経由で日山協から推せん状を得た。カトマン

ズの代理店を通じてネパール政府に申請し、許可

を取得できるとの感触を得て出発。観光省との会

見では「許可はグンサに送る」との言質を得て、

許可は出るものと確信して、サーダーと共にヘリ

コプターでグンサヘ飛んだ。しかし、9月24日に

なっても登山許可書は届かず、そのまま登山を開

始した。下山後、期待していた登山許可証はおり

ていないことがわかった。ネパールでは公式には

登頂を公表できない、という。以上が伝聞である。

二つの不思議がある。日山協は、申請があれば

カトマンズを訪れる日本人には馴染みの深かっ

た「富士レストラン」が、1999年3月末をもって

閉店する予定である。(T・H.I提供）

東京集会のお知らせ

2月22日（月）午後7時～

中国／ブータン国境の山々について

HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）

日時

内容

場所

の情報誌に岳人」人山
99年｜特集GAKUJI且

丘
巨
万
ロ
呑
口
弓
ロ
言
ロ
言
ロ
呑
口
弓
ロ
百
口
弓
国
言
口
言
口
言

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

★
★
★
★
★

雪の槍ケ岳・穂高連峰・笠ケ岳を登る

再発見・八ケ岳森の道遥から氷暴まで

魅惑の雪稜、滑降三昧の後立山連峰

残雪の上越国境、奥利根源流を訪ねて

新緑の頸城・戸隠北の山、南の山

南アルプス、鋸岳から光岳、深南部へ

花、尾根、沢の東北の盟主・朝日と飯豊

幽遠の黒部渓谷、岩壁源流、高原へ

森と尾根と谷、紀伊半島の大峰・台高

南会津と奥美濃、山里の魅力も探る

秋深い奥秩父と西上州その山と人

岩と雪の殿堂・剣岳と立山連峰へ

人1『．l■■■■■■』

毎月15日発売(;舎醗)定価700円
■本誌の年間購読ご案内

本i譜の購読は、全国の諜店、東京新ill販売

店、中II新lHl販売府、北陸iI1Ⅱ新lHl販売店
で承ります。

直接購読ご希望の方は、とじ込みの振排Ⅲ

紙に「岳人何ﾉjり･」からとおlifきのうえ、
送り先郵便番り、｛1所、氏名をlﾘl記して、
ご送金ください。

郵送料は124II1です。年IM1購競料は8,900111

で送料は当社負机です。

お求めの本謎に乱j←、藩J.がありましたら

お取り替えいたします。

(★は特大号．800円となります）

東京新聞出版局(窪蕊)璽眺製讓嫉鰯認鶚号撒囎￥

－23－



23日（土） カバン～ナムナニ隊、アルタイ隊第

1回合宿（於、ルーム）

新春マスコミ懇談会（日山協主催、

於ランド・マーク、山森）

東京集会（26名）

第20回インド・ヒマラヤ会議（豊島

区民センター（35名）

■寸感■

ヒマラヤ登山の世界でも「規制緩和」が進んで

いる。よかれと考えて汗を流してそれが実現した

後に待っているのが、無関心派の登山者ばかりで

は情けない。「こんな筈ではなかった｣ようにな

らないことを祈るばかりである。（山森）

軍展局旧馬（'月）

25日（月）

31日（＋）

2日（土） CMAから来日日程一部変更FAX

入る。

仕事始め

CMAから来日決定FAX入る。

チョム・カンリ隊第1回合宿（於・

ルーム、山森、野沢井）

ヒマラヤ327号発送

チョム・カンリ隊山本隊員へ返金。

HAT-J、テイクイン、テイクア

ウト、テキスト改訂協議（山森）

アテネ書房「ヒマラヤへの挑戦」重

版の件協議

ヒマラヤNo.328(3月号）
、
１
ノ
、
Ｉ
ノ
、
０
ノ

水
金
土

〆
ｆ
、
／
Ｉ
、
／
ｆ
、

6日

8日

9日
平成11年2月10日印刷11年3月1日発行

発行人稲田定重

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170-0013東京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」

ｊ
ｊ
７

月
月
火

ｌ
ｌ
く

11日

18日

19B

20日（水）

－毎夕

ガモフバッグとパルスｵｷｼﾒー ﾀー のﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)
●パルス･オキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店：日本メディコ株式会社．

レンタル・販売問い合わせ先：株式会社テイ・エッチ・アイ
〒135東京都江東区木場2-5-7KHビル7階
TEL:03-5245-0511FAX:03-5245-0510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡)

－24－
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鰯
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、、
1国

唾 ＃
傘
も

可

詞'a,射でﾌ<ろI鄙赫鮠
－遠征隊、トレッキン父秘境への旅一

あらゆる申請･許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

|雌ﾜ迩慧窯蛎蹴丑03-3574-8BSO三井航空サービス代理店2452号

トレッキング・登山隊の許可取得から航空券・呪地下配までおijlき受けいたします。
～ネパール・インド・ブータン・パキスタン・東南アジア・アフリカ・南米～

トレッキング･海外登山

懲彗壽価遊滋縁シルクロード･秘境旅行

のパイオニア

東京本社〒101束京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階竃03(3237)1391(代表）
キャラバンデスク〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階aO3(3237)8384(代表）
大阪営業所〒530大阪市北区神山町合4北ﾉ||ピル5Fa"(367)1391(代表）

カトマンズ営業所JAIHIMALTREKKING(P)Ltd・P.0.BOX3017KATHMANDU.NEPALa221707

運輸大臣登録一般旅行業印7号
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●新潟プラーカ店／〒95O新潟県新潟市天神1－1プラーカ3Bl恋025(240)2316
●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4-1-8念022(297)2442
●盛岡大通店／〒02O岩手県盛岡市大通'-10-16盃0196(26)2122
●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8冠011(222)3535

●ルート36真栄店／〒004札幌市豊平区真栄一条2-13-2盃011(883)4477
●北十二条店／〒OOl札幌市北区北十二条西3-5念011(747)3062
●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西1-5霊011(219)1413
●旭川店／〒07O旭川市六条通8-37-2壷0166(24)5300

●外商部(メイルオーダー)／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3冠03(3200)7219

●登山本店／〒169東京都新宿区百人町2-2-3盆03(3208)6601㈹

●スキー&カヌー本店／〒l69東京都新宿区大久保2-18-10冠03(3209)5547代
●新宿西口店／〒l60東京都新宿区西新宿1-16-7盆03(3346)0301代

●新宿南口店／〒I51東京都渋谷区代々 木1-58-4盆03(5350)0561
●神田登山店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-8恋03(3295)0622
●神田店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-4盃03(3295)3215

●神田ウエアー館／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-6-1識03(3295)6060
●八王子店／〒192東京都八王子市横山町3-12笠0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-6s0426(46)3922

●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4盃0492(26)6751

●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2-123か048(641)5707

●高崎店／〒370群馬県高崎市新町5-3か0273(27)2397

●松本店／〒39O長野県松本市中央2-4-3丑0263(36)3039
●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2-5-1盃025(243)6330

鍔
事務所／〒'69東京都新宿区百人町’－4－’5盃03-3200-'004




